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組織の概要

•設立年月日 平成17年8月19日
•名称 全国個室ユニット型施設推進協議会

平成22年10月全国新型特養推進協議会から名称変更

•所在地 横浜市緑区三保町171－1
•事業内容 ユニットケア研修（ユニットケア研修事業推進室）

地域ネットワーク会（全国支部長会）
推進協ニュースの発行（総務企画広報委員会）
経営実態調査、研究等（介護保険委員会）
全国研修大会、その他研修（研修委員会）

•会員数 ３６１施設（平成29年8月31日現在）
•役員 会長 赤枝雄一 他副会長6名理事27名監事2名
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ユニットケア研修の状況

開催年度 管理者研修 リーダー研修 合計

H25 109 424 533
H26 97 527 624
H27 78 443 521
H28 80 534 614
H29

（8月31日現在）
26 365 391

合計 390 2,293 2,683
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ユニットケア推進のために
○ユニット型個室に対する介護報酬の見直し（第143回介護給付費分科会‐参考資料より）
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○ 基準費用額【食費・居住費】の見直し
食費について

介護施設においては、重度化が進むなかで最後まで経口から

安全に食べて頂くために、食形態の工夫や配慮がなされています。

更に、その様な取り組みを評価頂き必要な見直しをお願いします。

特に調理員などの確保と併せて処遇改善の為にも必要不可欠と

考えます。

居住費について

基準費用額が設定をされ、概ね10年が経過してます。

今後特に都市部において必要不可欠な施設整備の計画においても

重要な要素となります。実態を精査され居住費の見直しをお願い

します。

ユニットケア推進のために
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ユニットケア推進のために

平成27年度老人保健事業推進等補助金老人保健健康増進等事業 「特別養護老人ホームや居住系サービス等の収支構造の実態についての調査研究事業
（株式会社 日本総合研究所）」より
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ユニットケア推進のために
○ ユニットケアの手法を取り入れながら、居住環境について改善し

プライバシーに配慮することについては今日的状況を勘案すれば

必要不可欠と考えます。

○ 一方、ユニットケアにおいての空間とは空間そのものの有無のみ

ではなく、例えば共同生活室にはチッキンや冷蔵庫など自宅と

同様の暮らしを実現するために必要不可欠な設備なども重要と

考えます

○ よって、ユニットケアを実施できる環境上の要素も明確に加算要

件としての整理が必要と考えています。

意見：準ユニットケア加算の評価の見直しにおいて、設備基準などの明

記が必要と考えます。
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ユニットケア推進のために

平成25年度老人保健事業推進費等補助金老人保健増進等事業 「特別養護老人ホームにおける利用者のプライバシー確保の実態に関する調
査研究報告書（JIHa）」より 8



ユニットケア推進のために
○ ユニット施設管理者研修の受講の徹底について

現在、ユニットリーダーの配置や必要とされる研修について

は基準省令にて明記をされている。一方、管理者研修の受講

については通知上での努力義務となっています。

ユニットリーダー研修受講者から座学や実習において

管理者との目標設定において齟齬を来しているとの声が

あります。よって、ユニット施設管理者研修については

更に、周知徹底をお願いいたします。
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医療提供の在り方などについて
○配置されている非常勤の配置医が看取りなどにおいて勤務日

以外でもオンコールや直接対応の体制が取れている場合につ

いて評価をお願いします。

○施設内で行われている医療的処置についてより評価をお願い

します。

○看取り加算について、配置医の対応についての評価をお願い

します。

※重度化や看取りケアをしっかり対応して行くためにも

体制の充実が求められています。その中で、現在の職員配置

の状況についても精査をお願いします。
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